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２０２４年度 事 業 方 針  

 

 

大阪府下のこども会活動は、コロナ禍の影響で長く制約を受けてきましたが、新型コロ

ナウイルス感染症の感染法上の取り扱いが、２０２３年５月より季節性インフルエンザと

同じ５類相当へ引き下げられたことを契機として、漸く各地域に於いてもその活動が再開

し始めました。 

 

２０２４年２月１１日に開催した当連合会主催の「２０２３年度大阪府こども会大会

（ドッヂビー大会）」には、府下７ブロックから４００名近くが集ってくださり、長かった

コロナ禍の時期を吹き飛ばすかのような子ども達の躍動する姿を目の当たりにすることが

でき、こども会活動の確かな回復の動きを実感した大会となりました。 

 

しかしながら３年に及んだコロナ禍の影響は、こども達を取り巻く環境に大きな変化を

もたらし、こども会活動についてはどちらかといえばマイナスの影響が大きく、慢性的な

役員不足や高齢化は更に進み、子ども達の育成・指導を担う人材の確保や、活動の停止に

伴う運営ノウハウの継承、また市町こ連と行政主管課の連携が難しくなっているなどの課

題が山積し、大阪府こども会安全共済会の加入者数についても、減少にも歯止めがかから

ず、今では５万５千人を割り込む状況となっております。 

 

ですが、このような状況下にあっても、当連合会は、地域の子ども達を地域の教育力で

心豊かにはぐくむ、地域社会全体で子ども達を守り育てるこども会活動の重要性や、異年

齢集団による地域活動に志高く取組んでくださっている地域の育成者や指導者の皆様方、

そして関係機関と力を合わせて、子ども達が、地域でいきいきと輝き、安心して健やかに

成長できる環境づくりの実現のために、こども会活動の振興に取り組んで参ります。 

 

２０２４年度は、これまでに積み重ねてきた事業活動と相俟って、特に次の４つを重点

項目として注力し、こども会活動の活性化の推進と、単位こども会活動の現場状況に寄り

添った支援を目的に取り組みを進めます。 

 

１）ネット加入システムの推進 

２０２２年度より導入したネット加入システムの稼働上の課題点を改善し、単位こ

ども会、また行政・市町こ連の安全共済会担当者の負担の軽減に寄与し、加入者数減

少の歯止めの一助となるよう、システムの更なる改修に取り組みます。 
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２）対面による育成者・指導者研修 

こども会活動の本格的な再稼働に向けて、動き始めたこども会活動の背中を後押し

するため、対面開催による育成者・指導者研修を行い、直面している育成・指導上の

問題点、また、山積した課題の解決の一助に繋がるような学びの機会を提供します。 

 

３）こども達の人権尊重の啓発 

安心・安全なこども会活動の実現をめざし、こども達の人権尊重と主体的な学びの

機会を保証し、安心して子ども達が参加できるこども会活動、また、信頼される育成

者・指導者を養成するための安全教育推進研修会を対面により開催します。 

 

４）ＫＹＴの推進 

こども会活動中の怪我を未然に防ぐため、２０２３年度に数年ぶりに行ったＫＹＴ

（危険予知トレーニング）初級指導者養成講習会を継続開催し、併せて活動中の事故

事例の共有化などにより、単位こども会の安全活動の推進に寄与します。 

 

以上の取り組みなどにより、当連合会は、各地域の育成者・指導者の皆様が、役割を負

担に感じることなく、子どもと大人が共に学び合い、集団の中で子ども達が個性を発揮し、

お互いを尊重し、協力し合うという本来の目的に沿ってこども会活動が十分行えるよう、

２０２４年度も最大限の支援を続けて参ります。 



　　　　

　　　　　　　　　　　　

　[目　的］ 子どもの健全育成を願い、スポーツ大会を通じて、こども会活動の活性化と親睦を

より一層深めるため、また、安全な大会運営を考慮しながら、府内こども会相互の

交流を図ることを目的に、安全教育普及モデル事業として開催します。

　[概　要］ 実施時期：　　２０２５年２月９日（日） 9：00～16：00　　

会　　　場：　　いきいきランド交野

対 象 者 ：　　大阪府内こども会員（府内７ブロックより低学年・高学年各１チーム参加）

募集方法：　　事業運営委員会にて決定

運営方法：　　募集方法と同じく事業運営委員会にて決定

　[目　的］ 次代の地域を担う子ども達の社会性、協調性、地域を愛する心を養おうとする

本来の目的に基づき、地域の指導者・育成者が役割を負担に感じることなく

活動を進める主体者となり、地域の子育て活動を推進することにより、活動の

活性化を図り、会員の増強に繋げることを目的とします。

　[概　要］ ①子ども会育成カード（ＳＨＯＷＮ　ＣＡＲＤ）

企業や団体の協力を得て、入場料割引、商品購入の割引、プログラムの提供

など、従来からの子ども会特典とは別に、近畿地区合同で開催するイベントや

プログラム等においてカード提示による特典を付与し、活動の促進を図る。

②近畿地区子ども会大会（子ども会笑学校）の開催（第５回目：和歌山県にて開催）

従来からの地区研究協議会やジュニア大会、ＫＹＴ中級指導者研修会、地区

推進委員会などブロックで取り組んでいた事業を一括して大会を開催する。

実施時期：　　２０２5年２月１６日（日）　　会場：　ホテルグランビア和歌山

③自分の住んでいる地域を見直す活動（まちあるき）

自分の暮らすまちをよく知るところから、次代のまちづくりを担う子どもを育成する。

「参加体験型まちあるきプログラム」を推進する。

　[目　的］ 市町こ連の役職員が、日ごろ直面している育成・指導上の問題点を共有する

ことにより解決策を協議することで、こども会育成者・指導者相互の連携・資質

の向上を図る研修会を開催します。

　[概　要］ 実施期間：　２０２４年６月９日（日) 　10:00～12：00 　

会　　  場：　大阪府立男女共同参画・青少年センター　特別会議室

対  象 者：　こども会育成者・指導者・役員

テ  ー  マ：　スマホのある子育て・子育ちを考える。スマホをコミュニケーションツールに

講　　  師：　竹内和雄 氏 （兵庫県立大学教授）

募集方法：　チラシを作成し行政・市町こ連を通じメールまたホームページで周知する。

1．こども会活動の指導及び育成

　１）大阪府こども会育成者研修

2024年度　事　業　計　画

公 益 目 的 事 業

　１）大阪府こども会大会

　  　安全教育普及モデル事業

　２）未来の子ども会のカタチ

　　　プロジェクトの推進

　　２０１８年度からの継続事業

事　　　業　　　名 内　　　　　　　　　　　　　　　容

事　　　業　　　名 内　　　　　　　　　　　　　　　容

　　近畿地区子ども会連絡

　　協議会事業

２．こども会指導者の養成

「ドッヂビー大会」
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　[目　的］ 新たに市町こ連事務担当者に就任された方を対象として、２０２４年度当連合会の

　　初任者研修会議 事業の概要説明、安全共済会の事務手続き並びに府こ連事務局と各市町こ連の

事務担当者の相互連携を図る機会とします。

　[概　要］ 実施期間：　２０２４年４月２６日（金） 14:00～16:00　たかつガーデン　※ 開催予定　

対 象 者 ：　行政・市町こ連事務担当者・安全共済会担当者

募集方法：　書類送付又はメール送信により内容を周知

　[目　的］ こども会育成者・指導者が技術を修得し、地域でのこども会活動の活性化を

図るため、公益社団法人全国子ども会連合会が開催する各種研修会・講習

会へ、こども会育成者・指導者を派遣します。

　[概　要］ 第５７回全国子ども会育成中央会議・研究大会

日　　　時：　２０２４年１１月１６日（土）～１８日（月）　２泊３日

場　　　所：　沖縄県那覇市

　※全国子ども会育成中央会議・研究大会と併せて表彰式を実施

公益社団法人全国子ども会連合会表彰（育成者・指導者・団体等推薦）

[趣　旨] 全子連安全共済会の会員数もコロナ禍で大幅に減少し、さらなる激しい変化が

想定される新しい時代に直面し、子ども達の未来のためのこども会活動とは、

また社会教育団体としてのこども会が子どもの健全育成を通じていかに地域の

活性化に貢献できるか等について、全国各地の育成者・指導者が一同に会し

て英知を寄せ合い、こども会活動の充実、発展を図ります。

　[目　的］ 近畿地区各府県・指定都市の連携を緊密にして、こども会の発展を図り、

それにより子どもの健全育成に寄与することを目的とします。

　[概　要］ ・年間４～５回程度、会長・事務局長会議及び地区推進研究会を開催する。

・府県５万円、指定都市１万円の分担金、その他助成金の収入などを以て構成、

事務局担当府県は、大阪府・兵庫県・奈良県・滋賀県・和歌山県の順で各２年

ずつの持ち回りで担っており、２０２４年度は奈良県が担当されます。

　[目　的］ 「子ども会ＫＹＴ」「防災」「交通安全」「スポーツ競技の練習や大会での事故防止」

に重点を置き、行政及び関係諸団体とも連携を取り、府県・市子連、単位子ども会

の安全普及啓発活動の一層の充実を図ります。

　[概　要］ ・子ども会啓発初級指導者養成講習会は各都道府県・指定都市子ども会連合

　組織が実施する。

・中級指導者講習会は各地区（ブロック）子ども会組織が実施、講師は地区の

 上級指導者が指導する。

・上級指導者講習会は全子連が開催（講師謝金年間初級２万円、中級４万円、

　全子連が補助）、上記講師謝礼補助以外に４つに関する安全普及啓発活動

　に要した実費（１０万円を限度）の補助金を全子連が支給する。

※　安全共済会事業の安全教育普及啓発事業として開催を計画します。P8 参照

　２）市町こ連事務担当

　３）全国子ども会連合会への

　　　派遣

　４）近畿地区子ども会

　 　連絡協議会との連携

　５）安全普及啓発活動
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　[目　的］ 本大会では、児童、リーダー、指導者、育成者、行政、企業などの関係者が一同

に会し、夢のある地域に向けて、子ども会の未来を探ります。

　[概　要］ 実施時期：　２０２５年２月１５日（土）・１６日（日）　※二日間開催

実施場所：　ホテルグランビア和歌山

※育成者、指導者、ユース、ＪＬ、地域の子どもや賛同企業、団体、行政など関係

者が一堂に集うことで、出会いを演出する。また、通常永年育成者のみの顕彰を、

単位こども会に枠を広げる。さらに、こども会の間接関係者（非会員の大人・子ども）

を呼び込むことで大会を盛り上げるため広報に努めます。

　[目　的］ 単位こども会で「まちあるきシート」を持ち、身近な町のお宝（ひと、もの、ことがら、

自然など）を探すまちあるきです。感性を養い、自分の町の良さを発見し、子ども達

のふるさと意識を醸成します。さらに町の人にインタビューをしかけることで、地域

のつながりを再構築するとともに、地域におけるこども会の認知に繋げます。

近年は兵庫県が盛んに取り組んでいますが、２０２４年度も取り組み方法など

大阪府内での開催に向けて実施方法・助成金の獲得など、導入への道筋を

検討します。

　[目　的］ こども会育成者・指導者に各種情報を提供し、こども会活動の推進に寄与するため

従来の機関誌「こども会大阪」発行に代わり、ホームページ上で情報発信を行う。

主な発信内容は次のとおり。

　[概　要］ （１）こども会活動及びジュニアリーダー活動の事例紹介

（２）こども会活動の現状と課題分析

（3）プログラム展開のアドバイス

（４）ブロック交歓会・研修会の事業紹介

（５）当連合会の主催するこども会大会等の紹介

（６）その他、こども会に関するトピックスなどの紹介

　[目　的］ 府下こども会の実情を知るため、こども会の会員数や事業等について、行政や

市町こ連を通じて調査を実施し、こども会活動の運営に資するため、その結果

を「大阪府こども会データ」としてHP上で紹介し、関係各機関へ広報します。

　[概　要］ 発信時期：　２０２４年度下半期の発信予定

　 内　　　容：　こども会会員数や安全共済会事故事例などの紹介

調査対象：　大阪府内のこども会

関係機関：　各市町こども会育成団体及び関係行政・団体等

　６）近畿地区子ども会大会

事　　　業　　　名 内　　　　　　　　　　　　　　　容

　７）参加体験型まちあるき

　　　（育成者支援）

３．こども会に関する調査研究及び資料の発行

　１）わくわく！こども会情報

　２）大阪府こども会基本調査

　　及び「データブック」の発行
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　[内　容］ 大阪府内の７ブロックが、ブロック単位で実施する交歓会事業（オセロ大会、

ソフトボール大会、グランドゴルフ大会など）に、効果的な成果を上げるため

共催分担金（事業費の１/２以下、かつ４０,０００円以内）を交付します。

実施期間：　各ブロックとも年１回実施

対　　　象：　各ブロック単位

　[内　容］ 大阪府内の７ブロックが、ブロック単位で実施するこども会の育成・指導上の

研修会事業に、効果的な成果を上げるため共催分担金（事業費１/２以下、

かつ４０,０００円以内）を交付する。

実施期間：　各ブロックとも年１回実施

対　　　象：　各ブロック単位

　[内　容］ こども会活動の振興及び育成者支援のため各ブロック、市町こ連の主催する

研修会や研究会において、必要に応じて講師を派遣します。

　[概　要］ 講　　師：　当連合会専門員、外部講師等

　[目　的］ こども会活動の発展に貢献したこども会並びに指導者・育成者及び指導者

組織・育成者組織に対して、その業績を表彰し、今後のこども会活動の振興

を図るため顕彰します。

　[概　要］ 実施時期：　２０２５年１月１８日（土）　15：00～16：30

実施場所：　ホテルプリムローズ大阪

「内　容」 （１）大阪府優良こども会表彰（知事表彰）　    大阪府担当　

（２）一般財団法人大阪府こども会育成連合会表彰

　　（個人表彰の部・団体表彰の部）　           当連合会担当　

（３）公益社団法人全国子ども会連合会表彰伝達

「内　容」 （１）公益社団法人全国子ども会連合会表彰　

（２）近畿地区子ども会連絡協議会表彰　　　　　　　　　　2025年2月15日（土）予定

（３）憲法記念日大阪府知事表彰　　　　　　　　　　　　 2024年5月7日（火）予定

（４）青少年育成大阪府民会議表彰

（５）文化の日の教育功労表彰（大阪府教育庁表彰）　他

事　　　業　　　名 内　　　　　　　　　　　　　　　容

　２）その他の顕彰

　３）ブロック交歓会

　４）ブロック研修会

　５）講師の派遣

４．功労者顕彰事業

　１）大阪府こども会表彰式

　　（大阪府との共催事業）
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５．その他

　[内　容］ 大阪府内１１の青少年団体が集まってアウトドアフェス「チャレンジ広場」を

運営します。

＊参加団体　　（一財）大阪府こども会育成連合会

　　　　　　（一社）ガールスカウト大阪府連盟・(一財）大阪市青少年活動協会

　　　　　　（公財）大阪YMCA・大阪府キャンプ協会・日本ボーイスカウト連盟

　　　　　　（一財）大阪府青少年活動財団・NPO法人ナック・（公財）大阪YWCA

　　　　　　大阪市子ども会育成連合協議会・（一財）大阪ボーイスカウト振興協会

　[概　要］ 日　時：２０２５年３月１日（土）・２日（日）　※予定

場　所：万博記念公園　※予定

　[内　容］ 当連合会の２０２３年度事業並びに決算の報告、また２０２４年度事業計画

並びに収支予算等を説明し、府こ連事業に対する理解と参加の促進を図ると

共に、情報交換の場として開催し、当連合会の運営全般に関する各市町こ連

からの意見をお聴きし、今後の運営に資する機会とします。

日　時：　２０２４年７月５日（金）　15：00～17：00

場　所：  たかつガーデン

　[内　容］ 全子連事務全般について、適正な事務の遂行ができるように研鑽を積む機会と

　　　（近畿地区ブロック） します。

開催単位：　地区別（ブロック別）に開催

担  当  県： 奈良県

日　　　時：　２０２４年４月１５日（月） 14：00～16：00　

方　　　法：　WEBにて開催

（１） 令和６年度全子連の事業計画・予算について

（２） 共済事業研修

　　・令和６年度の運営に関する説明　

　　・放課後安心プランについて

　　・ネット申込システムについて

　　・共済金支払い状況

（３） 自転車保険について

（４） コンプライアンス研修

（５） その他

　[内　容］ 当連合会は時代の要請に応えるべく、「地域で子どもを育てよう！」をモットーに

地域の関係機関・団体との連携を強め、こども会活動の活性化を図り、事業の

推進に努力を重ね「公益目的事業」「安全共済会事業」の充実を図るため賛助

会員の制度を設けています。

賛助会員規程に基づき実施　（会費の口数については制限なし）

（１）個人会員　　一口　　５千円 / 年会費

（２）法人会費　　一口　　１万円 / 年会費

当連合会のホームページ上で広報を行い、会員拡大に努めます。

　　　　

　４）賛助会員制度

事　　　業　　　名 内　　　　　　　　　　　　　　　容

　　　実行委員会

　２）市町こ連会長会議

　３）全子連事務担当者研修会

　　　

　１）アウトドアチャレンジ
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　[目　的］ 地元大阪で起こった、こども会関係者による子どもに対するわいせつ事案に

対して実刑判決が言い渡される極めて遺憾な、絶対に許されるものではない

事件が起こりました。

当連合会は、すべての子ども達の人権尊重を念頭に置き、再発防止に向けた

「セーフガーディング（安全保護）」の普及と、安心安全なこども会活動の推進

推進と、信頼される育成者・指導者の養成をめざし、研修会を開催します。

　[概　要］ 実施時期：　２０２４年９月１日（日） 14：00～16：00

会　　　場：　大阪府立男女共同参画・青少年センター　

講　　　師：　竹内靖子 氏 （桃山学院大学准教授）　

　[目　的］ 子ども会活動中のケガを未然に防ぐことを主眼に「ＫＹＴ（危険予知トレーニング）」

に取り組み、行政及び関係諸機関と連携のうえ、市町こ連、単位子ども会の安全

教育普及啓発活動の一層の充実を進めていきます。

　[概　要］ 先ずは指導者・育成者の方々を対象に、子ども会啓発「初級指導者養成講習会」

を定期的に開催し、資格取得者の裾野を拡げ、各地の単位子ども会に於いて

安全なこども会活動が実施されるように支援していきます。

次に、資格取得者のブラッシュアップ研修や、中・上級指導者養成講習会の

開催により、こども会活動をより安全な方向へ導いていきます。

実施時期：　２０２４年９月８（日）　9：30～16：00

会　　　場：　大阪府教育会館たかつガーデン

講　　　師：　牧田恵美 氏 （KYT上級指導者）　当連合会副理事長

　[目　的］ 日頃のこども会活動の実施において、育成者・指導者に対して安全な活動の

周知徹底を図るため広報に努めます。

　[概　要］ 実 施 時 期：　通年

対　象　者　：　大阪府内の地域こども会会員及び育成者、指導者、役員

広報の方法：　市町こども会育成団体（市町こ連）を通じてちらしを配布、

　　　　　　　　　当連合会ホームページで案内します。

２．共済会事業

　[目　的］ 安全共済会の加入手続きなどに関する理解を図る機会とし円滑な運営に努めます。

　[概　要］ 実施時期：　２０２５年２月３日（月） 14:00～16:00　※ 開催予定　

開催場所：　大阪府教育会館「たかつガーデン」　８階「たかつ東中」

　　　　　　　　通常は原則、年１回実施

対 象 者 ：　行政・市町こ連事務担当者・安全共済会担当者

１．安全思想の普及に関する事業

　１）安全教育推進研修会

　２）安全教育普及啓発事業

　３）安全共済会事業の広報

　１）安全共済会加入説明会

事　　　業　　　名 内　　　　　　　　　　　　　　　容

事　　　業　　　名 内　　　　　　　　　　　　　　　容

安 全 共 済 会 事 業
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　[目　的］ こども会活動中に発生した事故に対して、約款に基づき共済金を支給します。

　[概　要］ 共 済 期 間：　４月１日から翌年３月３１日までの１年間（加入は３月１５日が最終日）

対　象　者  ：　府下のこども会会員で当連合会安全共済会に加入した被共済者

募 集 方 法：　市町こ連を通じて募集する。

掛　　　　金 ：　一人当たり年額３５０円（通期同額）

　　　　　　　　　　内訳：共済掛金年額２００円、その他会費１５０円

　　　　　　　　　　※連合組織の無い市町村からも年額５００円で加入可能

共済金の例：　傷病共済金、8等級8,000円～1等級60,000円

　　　　　　　　 　死亡600万円、後遺障害7万円～600万円

給付の決定：　安全共済会審査会を開催し、給付申請の審査

　　　　　　　　　　（審査委員会年6回開催、他の月は審査部会を開催）

　　　　　　　　　　※審査委員会・審査部会とも、原則書面審査とします。

　　　　　　　　　共済金支払い対象範囲の変更（全子連に準用）

支 給 方 法：　傷病共済金の請求者への直接払い

　[目　的］ システムの稼働上の問題点を改善し、利便性の向上を図っていきます。

　[概　要］ ２０２２年度より導入したネット加入システムの稼働上の課題となっている

問題点を改修し、単位こども会、また行政・市町こ連の安全共済会担当

者の円滑な運用に資するとともに、加入者数の増加をめざします。

定例理事会 　[概　要］ 開催日時：　２０２４年６月６日（木） 15:00～　　会場：大阪府教育会館　

議　　　案：　２０２３年度事業報告の承認の件

　　　　　　　　２０２３年度収支決算の承認の件

　　　　　　　　任期満了に伴う理事・評議員の候補者の件

定例評議員会 　[概　要］ 開催日時：　２０２４年６月２６日（水） 14:00～　　会場：大阪府教育会館　

議　　　案：　２０２３年度事業報告の承認の件

　　　　　　　　２０２３年度収支決算の承認の件

　　　　　　　　任期満了に伴う理事・評議員の選任の件

臨時理事会 　[概　要］ 開催日時：　２０２４年６月２６日（水） 16:00～　　会場：大阪府教育会館　

議　　　案：　理事長・副理事長・常務理事の選任の件

定例理事会 　[概　要］ 開催日時：　２０２５年３月１２日（木） 15:00～　　会場：大阪府教育会館　

議　　　案：　２０２５年度事業計画の承認の件

　　　　　　　　２０２５年度収支予算の承認の件

　２）共済金給付

　３）ネット加入システムの改修

法 人 運 営

１．理事会・評議員会の開催
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